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アメ リカ演 劇 とい う概念が,ま だは っき りしない まま

に,し か し明 らかに一つの方向にむか って歩 きは じめた

のは,第 一 次世 界大戦(1918年)の 終 りのころであろ

う。

言 いか えれば,1920年 代の 「ア メリカ演劇 」は,過 去

の欧州戯 曲へ の依存 か ら,名 実 ともに 自国の作品を もっ

て演劇 の主流 とす る事を可能な らしめたのであ る。

ユージ ン ・オニールを始 め として,マ ックス ウェル ・

ア ンダー ソン,エ ルマー ・ライス,ポ ール ・グリー ンな

どの若い劇作家 たちが,ア メリカ演劇 に新 しい紀 元 を画

した時代 であった。

勿論,そ れ以前 に もアメ リカ演劇 とい った 自覚 が生ま

れ て来 なか った わけではない。アメ リカ的な主題 を持 っ

た作 晶は十八世 紀の末,即 ち独立戦争 に前後 して生 まれ

始 めている。 それ までは,殆 ん どシ ェイクス ピアや,そ

の時代 の ア メ リカの生活 を舞 台に画いた メ ロ ドラマが,

開拓期 を通 じて流れ ていた個人主義 的楽 天観 の上 に立っ

て流行 していた。

このよ うなwel1-madeplayや 俗悪劇 の氾濫 の中では

も とよ り注 目すべ き作品を見 出す事 は困難 だが,し か し

この演劇的 にも独 自の伝統 に依存 出来 ない若 いアメ リカ

の世代 に,わ ずか なが ら近代 リア リズムの胎動 を見逃す

わ けにはいかない のである。

い わば,「アメ リカ演劇 」の良心 の灯 ともい うべ き この

時代 の代表的作家 の一人 として,「アメ リカ演劇 の父 」 と

も言 われ てV・るブ ロンソン ・ノ・ワー ド(1842-1908)を あ

げなければ な らない。

ハワー ドは1870年 に,南 北戦争を扱 った 『サ ラ トガ』

(Saratoga)を 発 表 したが,こ の笑劇風 な喜劇 は百 回以上

も続演 され た。 その他数多 くの喜劇 を ものに したが,常

にこの作家 の 目は鋭 くア メ リカの現実 をみつめ,そ の生

々 しさの中か ら素材 を引きだ し,1881年 には労使 間の階

級 闘争 を扱 った 『ル ドル フ男爵d"BaronRudolph"や

*AmericanRealism-andTheLittleFoxes

**SumikoEmoto

ウォール街の 投機 を 主題に とった 『ザ ・ヘ ン リエッタ』

"TheHenrietta"(..)を 発表す るに及ん で注 目をあ

びた。作 品 自体の評価は別 として,意慾 的にア メ リカン・

リア リズムの道 を切 り開いた ブロンソン・ハ ワー ドは,現

在 「アメ リカ演劇」 を代 表す る二 人の劇作家,テ ネ シー,

ウィリアムズ,ア ーサー ・ミラーを生 んだ一粒 の麦であ

った と言 って も言い過ぎではなかろ う。

このよ うにわず かなが ら近代 リア リズムへ の胎 動は見

えていたが,大"は 依然 として商業的,娯 楽 的な演劇 に

終始 し,煽 情的 な ロマ ン主義劇や メ ロ ドラマが氾濫 して

いた。

こ うしたイ ージー ・ゴーイ ングな演劇 にあきた らなか

った若い劇作家た ちを刺戟 したのが.,.年 に終結 した

スペイ ン戦争 であった。 それ まで近代国家へ の脱皮 をは

かっていた アメ リカ 自体が,ス ペイ ン戦争 を契機 として

はっき り自国の道 を方向づ けるや,産 業資本主義 が急激

な勢 いで 台頭 した。 それ が演劇の世界 に強 く反映 した の

は当然で あろ う。8年 を経過 した1906年,劇 作家 と言

うよ り高邁な詩人 として名声 のあった ウィ リアム ・ムー

デ ィの散文的な作品 「大分水嶺」"TheGreatD三vide"

によってその実 をむすん だのであ った。

『大分水嶺』は,東 部の ニュ・一イ ングラン ド的な雰囲

気 と西部のそれ との問 にはっき り一線 を画す る 「大分水

嶺」があ るが,結 局西部 の持 ってい る粗雑 な力強 さに屈

服せ ざる を得ない とい うアメ リカの持つ宿命 を画いた名

作。勿論,ム ーデ ィの他に も1911年 チ ャールス ・クラ

ィ ン(1888-1946)が 大 きな富の罪悪にふれ た 『ライオ ン

とねずみ」"TheLionandTheMouse"ま た,同 時代

の作家エ ドワー ド ・シエル ドン(1886-1946)が 政 治的悪

の世界 を画V・た 「ザ ・ボス」"TheBoss"同 じく人種

の問題に大たんに もメス を入れた 『黒ん坊』"TheNig-

ger"(1910)な どの問題作が次 々 と脚光 をあび た。

彼等の作品は,厳 密な意味では,ヨ ー ロッパの近代劇

の主流か らは るかに離れてはいたが,ブ ロンソン ・ハ ワ

ー ドの後継 者 として 目された,ウ ィ リアム ・ムーデ ィな

どに よって次代,即 ち1920年 代 の演劇の世界が導 かれ

た事はア メリカ演劇 史上,特 筆す べき事 である。1920年
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代 のアメ リカ ン ・リア リズムの担い手 としてユー ジン ・

オニール(1888-1953)を あげ る事に誰 しも異存はなかろ

う。オニールの作 品がは じめて上演 されたのは,1916年5
"プ ロヴィンスタ ウン ・プ レイヤー ズ"に よる 『カーデ

ィフを指 して東 へ』"BoundEastforCardiff"で あ っ

た。

ハー ヴァー ド・ラ ドク リフ,イ ェールの各大学で劇作

指導の講 座 をもち,大 学 にお ける演劇に力 を入れ,有 名

な劇作家 を次 々,世 に送 り出 したのは,ジ ョー ジ ・P・ベ

ィ カー教授であ った が,オ ニールも彼 の教室 に出席す る

様 にならてか ら劇作家 と しての第一歩 をふ み だ した の

だ。ベイ・力山教 授 のも とか らは,オ ニールをは じめ とし

て,シ ドニー ・ハ ー ワー ド,フ ィリップ ・バ リイ,吃トー

マス ・ウル フや前述 のエ ドワー ド・シェル ドンな どの作

家 が巣立 ち,国 際的 な活躍 を している。

オ ニ ー ル の 劇 作 家 と し て の 地位が確立 された のは

1.920年,は じめて 『地平線の彼方』"BeyondTheHo-

rizon"が ブロー ドウェイにおU・て 上演 され て か らであ

る。

海 に限 りなき夢 を求めなが ら兄ア ン ドリウの許嫁 と恋

に落ちたためあれ 程あ こがれていた海に も出 られず,生

涯,煩 悶の うち に不 幸な人生 を送 った一人の男 ロバー ト,

反対 に,弟 に許嫁 のルース をとられたため,心 な らず も

海 に出て行かなければ ならなか った兄 アン ドリウ。その

三人三様の生活の 中で真実 の愛 を求 めて ロバー トと結婚

したル ース。これ らの人 たちの心 の葛藤 を通 じて,も う

ど うに もな らない絶望 の現実に直面す る過程 をとこ とん

まで追いつめ,結 局,混 迷 と虚脱 の表情 を克 明に残 した

この作 品は,当 事 の不 安に 居 て も立 ってもい られ ない

知識階 級のそれ を鋭 くえ ぐ り出 した ものであった。

オニールの出現,そ の作 品上演 の成功 に刺戟 され,.次

々 と当時の若い劇作 家たち,つ ま りマ ックメ ウェル ・・ア

ンダー ソン(1888-1959)エ ルマ、一 ・ライス(1892=1)

ポール ・グリー ン(;..)な どが輩 出 した。そ して

これ らの劇作 家たちは,人 間性 をお しつぶ して行 く巨大

な機械文明に対す る不安,視 野の狭い ピ辛一 リタンニズ

ム,虐 げ られ た黒 人たちの生活,は たまた歪め られ た性

の矛盾 などを鋭 く舞台 に描 き出 した。

即 ちエルマー ・ライ スは1923年 に機械文明におけ る

ホワイ トカラー族 を諷刺 した 『計算器』"TheAdding

Machine"を 発表,1929年 にはニュー ・ヨー クの下層階

級 アパー トを背景 にそこに生活す る人 たちを描 いた 『街

の風景』"StreetScene"を 上演,ピ ュー リッツア賞 を

受賞 している。そ の後,フ ァッシズ ムに対抗 して 『われ

ら民衆』1`We,thePeople"(1933)『 審判の 日』"・Judge一

mentDay"(1934)そ の他,多 くの佳 作を発 表 してい る。

アメリカ劇 作家の中でオニールに次 ぐ人 と言われてい

るマ ジクス ウェル ・アンダー ソンは大学教授か らジャー

ナ リス トに転身,そ の後作家生活 に入 った人であ るが,そ

の初期には散文劇 を多 く書いてい る。彼の代表作の一つ

とされてV・る 『冬来 りなば』"Winterset"(1935)は,現

代 のニュー ヨー クを舞台 にして描かれた,正 義 と復讐 と

そ れ に 恋 愛 を か ら ま せ た 作 品であ るが,現 代悲劇 を

BlankVerseを 使 って巧み に書 き表わ してい る。

そ して南部 出身 の作 家,ポ ール ・グ リー ン(1894-)

はノースカ ロライ ナ大 学で教 育を うけているが,南 部地

方の黒人や,プ アーホ ワイ トを主題 として数 々のす ぐれ

た作品をあ らわ してU・る。1927年 には 『ア ブラノ・ムの

胸 に』``InAbraham'sBosom"を 発表,ピ ュー リッツ

ア賞 を受賞 してい る。『コネ リーの家』"TheHouseof

Connelly"(1932)に おV・ては,黒 人同様,ま たはそれ以

下の生活 をしてい る貧農 白人 の性態 を鋭 く観 察 して い

る。

事実,彼 等の出現に よって商業主義の ブ ロー ドウエイ

演劇が小劇場主義の演劇,つ ま りイ プセ ンに始 まる近 代

劇運動の流れ を くんで質的向上 に重要な役割 を果 た した

のである。

しか しこの一見派手 に見 える20年 代 の演劇 界に,何

か明確 な社会意識 を 見出せない 様な感 もある。 それ は,

彼等 が 人間の かた くなな心 の とび らを 開 くに 急 な あま

り,人 間をそこに追い込 む,人 間の力では ど うに もな ら

ない社会機構 にあま り目を向けなかったか らではあ るま

いか。その意 味では20年 代劇作家 たちの行 き方に不満

を感 じて,現 代の社 会に働きかけている政治的,経 済的

勢力を鋭 く批 判 し,人 間や生活の問題 を社会機構 との関

係において明確に とらえ,そ れ を演劇 と言 う虚構性 の中

に表現 した次の世代の劇作家た ち,即 ち シ ドニー!キ ン

グス リ▽(1906-、 あ ク リフォー ド ・オデ ッツ(1906-)

そ して リリア ン,ヘル マ ン(1904-)な どの群像 にアメ

リカ ン ・リア リズムの真髄 を見 いだす事 が出来 る。

一見地味 だが,彼等の残 した業蹟 をふ り返 ってみ る時,

演劇 の中に鋭 くとぎす まされ た社会意識 の表現 を否定す

る事 は出来 まい。今 日,世 界的劇作家 と 自他 ともに許 し

ているアメ リカ演劇 のホープ,テ ネシー ・ウイ リアムズ

や アーサー ・ミラーがこの流れの中か ら生まれたの も成

程 と感 じざる を得ない。

こ こではその三人の うちの一人,異 色女流作家,リ リ

ア ン ・ヘルマ ンを取 りあげ,そ の生い立ちや作品 などを

紹介 しなが ら,彼 女の代表的な劇曲 『子狐 たち』"The

LittleFoxes"(1939)の 中に含まれてU・る諸問題 を分析
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してみたい と思 う。

II

アメ リカの生 んだ女 流劇 作家,リ リア ン ・ヘルマ ンは

ユ905年,6月,ニ ューオー リンズに生 まれ た。父親 マ ッ

クスは ニューオ ー リンズ,母 親 ジュ リアはアラバマ と揃

って南部出身で ある。彼女 が五才 の時一家 はニュ7ヨ ー

クへ移 ったが,そ の後毎年,ニ ューオー リンズへ戻 りそ

こでハイス クール を終えてい る。 ニュー ヨーク大学 で学

んだが三年の終 りに 退 学 し,出 版会社 に勤 めた り した。

後に コロンビア大学に一学期 だけ籍 をおいた事 もあった

が主に ダンテの研究 に いそ しんで いた と言われて い る。

創 作には子供 のころか ら興味 を持ち短篇 を書いた りして

いたが,映 画会社 や演劇事務所に勤 め二た後1934年 に有

力者 の孫で富裕 な家に生まれた出来 の悪い娘ゐ異常 に邪

悪 な嘘のため 私塾 の二人 の 女教 師が同性愛 とみ られ て,

学校 は閉鎖,遂 にはそれ らの教師 をふ くめて四人の大人

たちの人生 を悲劇的結末 においやって しま うと言 う上流

社会 の偏見や誤 った正義感 や保守的な社 会の頑迷 さをえ

がいた 『子供の時間』"Children'sHour"を 発 表,そ の

きめ のこまかい,鋭 い表現力 は一躍劇壇 の脚光 をあび る

様に なった。ご年後 の1936年 に書かれ たス トライキ劇

『来 るべ き 日』"DaystoCome"は 興行的 には失敗 であ

ったが,こ の作品 によって彼 女の作家 と しての思想や社

会的関心 をは っき りと知 る事が出来 るのである。

1939年 に発表 された 『子狐た ち』"TheLittleFoxes"

(ニュー ヨーク劇 評家 サーク ル賞 を受賞)で は,1900年

の南部の小都市 を舞 台に して 目的 のた めには手段 を選 ば

ぬ と言 う強い性 格の美 しい女 主人公 を中心 に,産 業資本

家 たちのみに くい人間性や冷酷 なエゴイズムを徹底的 に

えがき,劇 作家 としての 地 位 を一層かためたので ある。

そ の 後 反 ナ チ 劇 『ラ イ ンの 監 視』"WatchOnThe

Rhine"(1941)で は反ナ チ地下運動のた めに活躍す る ド

イ ツ人の夫 と彼 の アメ リカ人 の妻 と,愛 情 と彼女及び彼

女 の家 庭のあたたか くも強い支持 をえがき,更 に1944

には外交官の 家族 を中心 に戦 争 批 判 をした 『泌み とお

る風』"The.SearchingWind"を あらわ してU・る。r子

狐 たゐ』 の前篇 とも考え られ る 『森 の他 の部分』"An-

otherPartoftheForest"を1946年 に発表,P子 狐た

ち』の主人公たち を20年 の昔 に再現 させ,彼 等の父が不

正 取引で産 をなす過程 をえがいている。1951年 には 『秋

の 園』"TheAutumnGarden"を,そ して1960年 に

は ニ ューオー リンズを 舞台 に して心 理 劇 『天井裏 の玩

具』"Toys'ntheAttic"を 発表 して今 なお活躍 してい

る。,
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寡作家では あるが,彼 女 の殆ん どの作品 が彼女 自身 の

脚色で映画化 されてい る とい うの も彼女が単 に女 性であ

るか らとい う理 由で はな くその作品の堅実性 のた めと言

えよ う。

III

"Takeusthe -foxes,the-littlefoxes ,
thatspoilthe'vines;forour _vines
havetendergrapes."

この 劇 曲 の 背景 は1900年 の ア メ リカ南 部 で あ る。 五

年 間 も続 い た 南 北 戦 争 も1865年 に北 軍 の 勝 利 を も って

終 結 し,長 い 間,黒 人 奴 れ い 制 度 の 上 に 搾 取 をほ しい ま

ま に して い た 南 部 の 貴 族 階 級 が 崩 壊 した 時 代 で あ る。 こ

う した 時 代 の 転 換 期 に あ って 白人 階 級 は に わ か に 動 揺

し,前 途 に不 安 を抱 き,目 夜 焦躁 の うち に 時 を過 した の

は 当 然 で あ る。 ..

しか も北 部 の産 業 資本 が あ た か も水 が低 き に 流 れ る ご

と く どっ と入 りこ ん で きた 。

南 部 の人 た ち は不 気 味 な 力 で こ の国 を支 配 しは じめ た

北 部 の工 業 資 本 と直 接 結 び つ く事 が新 しい時 代 か ら取 り

残 され な い唯 一 の 方 法 だ と気 付 い た の で あ る 。

こ の傾 向 は 中間 的 白 人 階級,つ ま り"thetrademen

andshopkeeperswho:rosefrorrathe. _ashesoftheold

South"(1)に は 特 に 強 か っ1た。.と言 うの 峠,そ れ ま歪 黒

人 に対 して 明 らか に優 位 に立 っ て いた が,広 大 な喪 園 塗

所 有 レ,潜 在 的 な 勢 力 を も っ て南 部 を支 配 してい た 南 部

貴 族 に対 して は同 じ 白人 で は あ りなが ら,常 に コ ンプ レ

ツ ク ス を抱 い て い た 中間 的 白人 階 級 に と って は,こ れ ま

で の 生 活 か ら ぬけ だせ る最 も よい 機 会 で あ った か ら だ。

そ うい った 白人 階 級 の代 表 的 な のが こ の劇 曲に 登 揚 し

て 来 る,"thelittlefoxesthatspoilthevines"(2)ぶ

ど う(南 部)を 枯 ら して しま う悪 い 子 狐 た ち......つ ま リノ・

バ ー ドー 族で あ る。

舞 台 は バ バ ー ドー 族 の 末 っ子 で 一 人 娘 で あ った レジ ナ

(40才)の 家 で あ る。 そ して 彼 女 の夫,ホ レイ ス(45才)

は 心 臓 が 悪 く,ジ ョ ンホ プ キ ンス病 院 に 入 隣 中 で あ 登。

長 兄 の タ 財(55才)は 独 身 で 長 い 間,安 易 な生 浜 を蝉 し

て い る。

次 兄 の オス カ ー(50才)に は バ ーデ ィ(40才)と い

う妻 が い るが,彼 女 だ け が 南 部 貴 族 の 出身 で あ る。 か つ

て 彼 女 の 実家 は ライ オ ネ ッ トに そ の州 一 ≧ま で い わ れ た

大 綿 農 園 を所 有 して い た 。

そ の 暮 し振 りもベ ンの 口 を借 りれ ば,

Ben:ClothfromParis,tripstoEurope,.horses

you:can't:raiseanymore,...niggerstolifttheir
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fingers......(3)

とい っ た贅 沢 な も の だ った 。

し か し彼 らは,"canadapthimselftonothing,too

high-tonetotry"(4)で あ った た め 没 落 した の だ った 。

そ こ に 目を つ け た バ バ ー ドー 族 は バ ーデ ィ をオ ス カー

の 妻 に む か え た の で あ る。__と い うよ り,

Ben:Twentyyearsago,wetookovertheirland,

theircotton,andtheirdaughter"(5)

とい う訳 な の だ。

彼 女 は 昔 の 豊 か な貴 族 生 活 が忘 れ られ ず,"frequent-

lydrinksaloneinherroomastheonlycompensation

foralifeotherwiseunbearableisolation(6)と い う様

な 毎 目を送 っ て い る。

夫 の オ ス カ ー も,も と も と妻 の実 家 のIY,f園が 目当 で あ

っ た だ け に,一 人 息 子,レ オ(20才)ま で も うけ な が ら

妻 へ の愛 情 は 全 然 なか った 。

彼 女 は夫,オ ス カ ー を 始 め 一 族 の もの か ら存 在 を 無 視

され,貴 族 出 身 で あ るた め に い じめ られ,持 前 の 内 向 的

な性 格 が,ま す ま す 強 くな って い く。

し か し,レ ジ ナ の 一 人 娘 で 心 の 優 しい ア レ キ サ ン ドラ

(17才)に 自分 の若 い ころ の 姿 を見 い だ し,彼 女 を可 愛 が

る事 に よっ て 自分 を慰 め て い る。

劇 曲 は,バ バ ー ド兄 弟 の妹,レ ジ ナ ・ギデ ィ ン ス の家

ヘ シ カ ゴの資 本 家,マ ー シ ャル 氏 を招 待,商 談 を成 立 さ

せ よ うとす る所 か らは じま る。

烈 しい 時 代 の 移 り変 りに 敏 感 な この 登 場 人 物 た ち は,

誠 意 を も って マ ー シ ャ ル氏 を もて なす 。 如 才 の ない マ ー

シ ャル 氏 も,盛 ん に南 部 の豊 か な生 活 ぶ りを ほ め る が,貴

族 出 身 では な い バ バ ー ドた ち は,さ りげ ない 会 話 の 中 で

鋭 く,貴 族 た ち を 非 難 す る。

が,と にか く彼 らは マ ー シ ャル 氏 に 出 資 させ,南 部 に

大規 模 な綿 工 場 を設 置 し よ う と計 画 して い る。

マ ー シ ャル氏 は 全 出 資 額 の49%に 対 し40万 弗,バ

バ ー ドー 族 は 残 りの51%に 対 し て22万5千 弗 と水 力 ・

そ の 他 工場 設 置 に 関 す るあ らゆ る便 宜 をは か る,と 言 う

条 件 で 商 談 は 成 立 した 。

しか しベ ン とオ ス カ ー の二 人 で は22万5千 弗 は多 額

す ぎ るの で,レ ジ ナ も仲 間 に入 れ,各 々7万5千 弗 出

し あ う事 に決 め る。

だ が,ボ ル テ ィ モ アで 入 院 中の レジ ナの 夫 で 銀 行 家 の

ホ レイ ス は,何 度 も相 談 の手 紙 を受 取 りなが ら,そ の 件

に 関 す る返 事 は 一 度 も よ こ さ ない 。

そ の 週 の う ち に 契 約 をす る とこ ろ まで 話 が 決 っ た の

で,三 人 共,そ れ ぞ れ の立 場 で あせ りを見 せ る が,三 人

の 中で 最 年 少 で あ り,一 番 慾 深 な レ ジナ は,夫 は 出資 金

に対す る配 当額 に不足 があって,返 事 をよこ さないに違

い ない と兄弟た ちを焦 らす 。

せ っばつ まったべ ンは,配 当を33%か ら40%に 引

上げる事 にして,レ ジナに出資 を約束 させ る。

しか し,本 人が帰 って来ないので,レ ジナは翌 日,娘

のア レキ サ ン ドラに父親を迎 えにや らせ る所で第一幕 は

終 る。

第二幕は,第 一幕か ら一週間後の朝,や は りレジナの

家の居間か らは じま る。

予定の 目に帰 宅 しなか った,ホ レイス とア レキサ ン ド

ラを気遣 って,ベ ン,オ スカーが,集 って来 る。 レオも,

銀行か らぬけだ して来 る。

一同,朝 食 をとってい る間 に,疲 れ果てた ホ レイスが,

ア レキサ ン ドラにかか え られ て,帰 宅す る。

余命い くば くもなし,と 医者 に宣告 され,生 きる事に

精一杯 のホ レイスは,家 につ くな り妻や,彼 女の兄たち

に取 り囲まれ,出 資 を うなが され る。

出資者 の一人 としての彼の帰宅 を待 ちわびていた者は

い て も,病 人 として気遣 うのは優 しいバ ーディのみで あ

った 。

正式契約の 目も明 日にせま り,彼 らとして も必死 なの

だ。

みんな,"seventy-fivethousandandthatwe'llmake

youamillion"(7)の 夢に と りつかれてい る。 だが,ホ

レイ スは,出 資す る とは言 わない。

何故 な ら,彼 らの,"Cheaplabourandnostrike"

(8)で 黒人た ちを酷使 し,甘 い汁 を吸 う考 え方に反対 なの

だ。

彼 は,

Horace:We'vegotenoughmoney,we'lljustsit

byandwatchtheboysgrowrich(9)

と全然 と りあわない。

しか し,慾 に憑かれた レジナは,嫌 が る夫 を無理 に二

階λ連れてい き,説 得 しよ うとす る。

一方,ホ レイスの下で働いてい る レオは,ホ レイスが,

半年に一度 しか金庫 を調べ ない事 を父に告 げ;三 ケ月以

内 に返 してお けば大丈夫 と父親 におだて られ,そ そのか

され,金 庫の 中か ら,ユ ニオ ン ・パ シフ ィック鉄 道の8

万8千 弗の株券 を盗み だす。

株券 を受 けとったそ の足 でオスカーは,シ カゴへ出発

す る。

それ を知 らない レジナは,そ の時まだ階下にいたベ ン

に,ホ レイ スが配 当に不満 があ るために出資 を渋 ってい

る,と 相変 らず 強気 にな ってみせ る。

しか し,オ スカーが本当に シカゴへ発 った と知 って,愕
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然 とす る。

こ こ で作 者 は ホ レイ ス を して,

Horace:Iamsickofyou,sickofthishouse,-sick

ofmylifehere.1'msickofyourbrothersand

theirdirtytrickstomakeadime.Theremust

hebetterwaysofgettingrichthancheatingnig-

gersonapoundofbacon......Youwreckthetown,

youandyourbrothers,youwreckthetownand

liveonit(10)

と言 わ せ,資 本 主 義 の 必 然悪 を鋭 く非 難 して い る が,そ

れ に対 して 悪 の勝 利 を予 測 す る か の ご と く,レ ジ ナ も,

Regina:Ihopeyoudie.Ihopeyoudiesoon.

1'llbewaitingforyoutodie"(11)

と言 う残酷 な 言 葉 を,夫 に あび せ か け て,こ の 幕 は 終 っ

て い る。

第 二 幕 目か ら二 週 間 の あ る 目の 午 後,レ ジナ の 家 で ホ

レイ ス とバ ー デ ィが,ア レキサ ン ドラ を加 え て 昔 話 に 花

を咲 か せ て い る所 か ら第 三 幕 は,は じ ま る。

ホ レイ ス と レジ ナ の冷 た い 戦 争 は,オ ス カ ーが シ カゴ

へ 発 った 夜 以 来,ま す ます 烈 し くな っ てい る。

最 悪 の事 態 を予 期 し て ホ レイ ス は,ギ デ ィ ンズ家 の忠

実 な黒 人 女 中,ア デ イ を呼 び,自 分 の亡 き後 の娘 の事 を

た のむ 。

彼 女 とて"mightywe110fcheatingniggers"(12)の

バ バ ー ドー 族 に は うん ざ り して い る の で 喜 ん で 引 受 け

る。

オ ス カ ー の シ カ ゴ行 を 聞 い てジ ホ レイ ス はす べ て の か

ら く りを 察 し,銀 行 か ら金庫 を持 っ て 来 させ る。

果 せ るか な 株 券 は な くな っ て い た 。 ホ レイ ス は レジナ

に思 い知 らせ る た め,自 分 の 生 き て い る間 は,バ バ ー ド

た ち に借 した 事 に して,彼 女 は 手 が 出 せ な い と,言 い 渡

す 。

Horace:1'mgoingtoletthemkeepthebonds‐

asaloanfromyou.Aneighty-eightthousand

dollarsbonds;theyshouldhegrate舳ltoyou.-

Regina:Youarepunishingme.ButIwon'tlet

youpunishme.Ifyou-won'tdoanything,.I

willnow.

Horace:You'won'tdoanything厂becauseIshall

simplysaythatI.lentthem:thebonds.After

mydeathIadviseyoutotalktoBenandOscar.

Theywon'tadmitanythingandBen,Ithink,

willbesmartenoughtosee.thatheissafe.Be-

causeIknewaboutthe-theftand.saidnothing.

江 本;ア メ リカ ン ・リア リズ ム とTheLittle.Foxes

NorwillIsayanythingaslong.asIlive."(13)

兄 た ち が 百 万 長 者 に な る の を だ ま って 見 てい な けれ ば

な らな い と言 われ,逆 上 し た レジ ナ は,夫 に むか い,ま

た もや 残 酷 な言 葉 を あび せ か け る。

Regina:1'dhaveknownthatyouwoulddiebefore

Iwould.ButIcouldn'thaveknownthatyou

wouldgethearttroublesoearlyandsobad.I

amlucky: ..1've.alwaysbeenlucky.1'llbelucky

again."(14)

ち ょ う どそ の 時,心 臓 の発 作 を お こ して苦 しみ だ した

夫 に,レ ジ ナ は 薬 を与 え る事 もせ ず,夫 の もが く姿 を 冷

た く見 ま も り,必 死 の 力 で 階 段 を這 い の ぼ り,遂 に た お

れ て しま うま で,助 け を呼 ぼ う と も しな い 。

や や あ っ て,召 使 た ち が,医 者 よ,薬 よ,と 奔 走 す る

が,も う手 お くれ の 様 子 だ 。

こ う した 慌 た だ しい 中で 一 人 だ け冷 静 な 妻,レ ジナ は

折 か ら急 を 聞 い て,た ず ね て 来 た 兄 た ち に,何 よ りも先

に夫 か ら聞 い た ば か りの レオの 一 件 を告 げ,兄 た ち を非

難 す る。

慾 に 目の く らん だ彼 女 は,今 や 「夫 が 死 ん で くれ る事 」

以 外 は 考 え られ な い。

Regina:IamsmilingBen.Iamsmiling,because

youarequitesafewhileHaraeelives.ButI

don'tthinkHoracewilllive:Andifhe.doesn't

liveIshall .wantseventy-fivepercentinexchange

forthebonds.‐AndifIdon'tgetwhatIwant

Iamgoingtoputthreeofyouinjail."(15)

二 階 で は 夫 が 生 死 の 境 を さ ま よ って い る とい うの に,

顔 色一 つ変 え ず この様 な 事 を言 い き る妹 の前 で は,さ す

が の兄 た ち も一 言 もな い 。

作者 は こ の レ ジナ に 当 時 の資 本 主義 の もつ 悪 と矛 盾 を

一 身 に 負 わ せ ,レ ジナ を 中 心 に お こる 肉親 の み に くい 葛

藤 に 焦 点 を あ わ せ戯 曲 を 展 開 させ た 。

そ して遂 に 金 の 執 念 に 憑 か れ た 女,レ ジナ が 自 らの 思

惑 どお りに 事 が 運 ん だ 時,最 後 の 一 人 娘 が 彼 女 の許 か ら

去 って い く。

Alexandra:Iamgoing .awayfromyou.Because

Iwantto.BecauseIknowPapawouldwant

meto.(16)

今 ま で 子 供 だ とば か り思 って い た ア レキ サ ン ドラ も,

父 親 の死 に よ っ て,・自 己 を は っ き りと 自覚 す る ので あ る 。

事 の成 功 に 心 を奪 われ た レジ ナ が,球 を 出 る,と 言 う

娘 を 引 き とめ よ う と もせ ず,未 来 の事 業 の発 展 を夢 み て,

うつ ろ な 眼 を む け る,そ の幕 切 れ は,観 る も のを して,

救 い の な い 人 間 の 孤 独 を想 わせ るの で あ る。
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作 者 の 良 心 が,純 情 な娘,ア レキ サ ン ドラ にの り うつ

った か の 様 に,レ ジ ナに 体 当 りでぶ つ か わ て い くが,彼

女 の か た くな な 心 の 扉 を開 く事 は出 来 な か った の だ 。

だが,ア レキ サ ン ドラ には,今 こそ,女 中,ア デイ の

言 らた 言 葉,

Addie.:Therearepeople-whoeattheearthand

.eatallthepeopleonitlikeintheBillewiththe

locusts.'Then.thereare .peoplewh,ostandaround

andwatchthemeatit.Sometimes'工thinkit

_'ain'tright'tostandandwatchthemdoit."(17)

の 意 味 が1よ く理 解 出 来 た の だ 。 彼 女 は 母 親 に む か って,

Alexandra:"Iamnotgoingtostandand.watch

youdoit厂1'11be.fightingashardasUncleBen

willbefighting.someplacewherepeopledon't

juststandaroundandwatch."

と 言 い 切 る。

以 上,『 子 狐 た ち』 を通 して,こ の項 の始 め に述 べ た 問

題 点 がい か に お りこ まれ 表 現 され たか を観 て き た。 作 者

リ リア ン ・ヘル マ ンが 必 ず しも社 会 主 義 的 立 場 に立 っ て

こ の作 品 を書 い た か 否 か は断 言 出来 ない 。 明確 な社 会 意

識 を以 て 表 現 して は い るが,む し ろ資 本 主 義 とい う社 会

機 構 の 中 にお け る人 間 像 に,作 者 の鋭 い神 経 が集 中 され

て い る様 にみ え る。 つ ま り,歴 史 的 過 渡 期 に あ る特 殊 な

社 会 形 態 の 中 に生 か され る人 間 が,あ くま で もリ ア リス

テ ィ ック な タ ッ チ を も っ てつ きつ め られ,究 め られ て い

:る。『

人 間 の営 み が,金 とい う一 つ の単 位 に よ っ て,バ ラ ン

ス が とられ て い る以 上,そ こ か ら必 然的 な,さ ま ざ ま な現

象 が,お こ って くる。 自 己保 存 の た め の不 安 が 強 けれ ば

強 い ほ ど,内 攻 す る と,そ れ は執 念 と な る。 そ の執 念 が

対 人 関 係 にお い て,偏 見 や 誤解 を生 み,さ らに二 重 に も

三 重 に も複 雑 に絡 ん で き て・ 善 意 の人 間 性 が ます ます 抑

圧 され て い く。

、リ リァ ン ・ヘ ル マ ンは,こ の作 品 の 中で,資 本 主 義 の

必 然 悪 に よ って 多 様 に織 りな され る人 間模 様 一 「孤 独 」

の 象 徴 とで もい え る様 な を,リ ア リズ ム とい う光 に

あ て な が ら,鋭 くつ きは な した 形 で舞 台 とい う一 つ の,虚

構 性 の 中に,あ らか じめ 丹 念 に配 置 した と言 え る。 そ し

て,こ の劇 曲 の 時 間 的 発 展 に つ れ て配 置 され た,さ ま ざ

ま な 人 間 的 表 現 か ら,徐 々に 人 間 像 ・ど して の ふ くみ をつ

け て い くあ た り,彼 女 の 独 壇 場 と言 え よ う。

ブ 只 ン ソ ン ・ハ ワー ドに よ って 起 っ た ア メ リカ ン ・リ

ァ リ ズ ムは,次 の ウィ リア ム ・ム ー デ ィに よ って 引 き継

が れ1更 に ユ ワ ジ ン ・オ ニ ー ノヒに よっ て 亠躍 脚 光 をあ び

た 。 そ れ が 次代 の キ シ グス リー,オ デ ッ ッ,ヘ ル マ ンな

どに代表 され る グループによって実 を結 んだのであ つた

が,そ れ か ら20年 の才月 が流れ て現 在,テ ネ シー ・ウ

イ リアムズ,ア ーサ沼 ・ミラらによって国際的にア メ リ

カン ・リア リズムの足跡 を残す に至 った。歴 史的にはか

くあ りなが ら,活 気的 な発展 を見せ たアメ,リカ演劇吏の

流れ の中にあって,ヘ ル マ ンの占める位置 は大き く,且

つ注 目すべ き ものである。
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